
主目的 4 16 1

副目的

款 項 目 大 中

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　60歳以上の市民を対象に、健康で明るく生きがいをもって生きていくために、新しい出会い

や仲間づくりなど幅広い学習の機会を提供する。また地域社会に還元する人づくりを図る。

内容

（手段）

生涯学習課

社会教育係

2

小牧市生涯学習推進計画

2

平成３１年度以降

生涯学習

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

学習の機会を提供します

3

平成１２年度以前

文化・スポーツ

10

～

5

■26年度実施内容

　2年間にわたる講座を実施（１回生、２回生）

　　50人×1講座（受講料は3,000円、材料等を必要とする場合は実費負担）。

　内容：歴史・文学・社会生活・自然観察・健康体操等、生活を豊かにしたり仲間と

　学ぶ楽しさを発見する内容とした。

　※この事業は、市内４地区（市公民館・東部・北里・味岡）で実施している。

　職員は、ゆうゆう講座の企画・運営事務。ゆうゆう講座修了者の育成・相談事務。

■26年度直接経費の内訳

　講師謝礼(221,000円)
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0
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人件費
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　講師謝礼(221,000円)

　消耗品費等(11,994円)

　使用料等（0円）

■27年度直接経費の内訳

　26年度と同様に実施する。

　講師謝礼（408,000円）

　消耗品等（30,000円）

　使用料等（10,000円）
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有 市民講座受講料　１年３，０００円（通年での学級）
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参加者数

H25

249

2

2
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事業の

達成状況

高齢者一人ひとりが生きがいのある人生を送るためには、どのようにしたらよいかに

視点をおき、心身の健康、仲間づくり等を中心として、60歳以上の市民を対象に年間

を通して講義、実技、体験等の幅広い講座を小牧市公民館で開催した。

100

6985

2

100

99

事業番号

成果指標名

応募率

活動指標名

講座数

2

講座

H24

2

H26 H27

85

H26

100

69.0

100

人

100

100

H27H24

100

％

108

H25

2

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

ゆうゆう学級終了後、受講者が得られた知識や技能を地域社会で還元することがで

きる仕組みづくりが必要である。
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一次評価のとおり。

講座開催事業については、25年度に実施した経営分析の結果を基に改善

に取組むこと。

維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

行政経営分析結果を基に講座事業の見直しを行ない、他の市民センターとの受講者

の重複を防止するため、こまなびサロンで一括して応募の抽選を行なった。

高齢者が生きがいのある生活を送るために必要な、学ぶ機会や仲間づくりの場が失

われる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

高齢者が生きがいのある人生を送るためには、学ぶ機会や仲間づくりの場の提供

は、重要である。
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２８年度以降

の改善案

行政経営分析結果を元に、各市民センターと、ゆうゆう・つつじ学級の見直しを行な

う。
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に取組むこと。


